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発行元 藤岡市ボランティアネットワークセンター ウィズ 

令和 ３年 ３月１５日号 

分かりやすい資料を作製しました！ 

      ≪パワーポイント≫ 

 

・資料請求はウィズまで。 

・講習会での講師派遣も賜ります。 

・学校等の出前授業も同様です。 

（コロナがもう少し落ち着いてから） 

 

問合せ＝ウィズまで 

（連絡先は４P記載） 

様々なイベント、市民活動自粛！「新しい生活様式」を試みて挑戦しても、公共貸館施設も

利用制限により使用できない状況下、ウィズでは、従来から行なっていた施設慰問の取り次

ぎや各種講演会・行事等に代わる行動指針(事業計画の一部変更)を全員で検討しました。

（ウィズでは貸館受付け業務も市から委託されています。） 

＜行動１＞ おうちで作ろう展 Part２・・・本紙かわら版見開き２・３ページをご覧ください！ 

 おうち時間を活用して製作した小物や手芸品を募集し、必要とする施設や団体へ寄贈！ 

＜行動２＞ SDGｓの普及と推進 

 SDGｓの文字だけが一人歩きしています。藤岡市では、個々には、教育委員会が管轄する

「ユネスコ協会」や商工会議所青年部主催の講演会等でも活動されています。 

ウィズでは、もっと多くの方に知ってもらうための方策を策定しました！ 子どもから大人ま

で、誰でも理解できるよう、ウィズの具体的な活動を踏まえての作成です。 

 

「子どもフェスティバル 2021」は、コロナウィルス感染拡大防止のため、中止を決定致しま

した。尚、リサイクル品のエコポ券交換は、ウィズ、児童館にて４月中の業務時間内のみ承り

ます。交換したエコポ券は、２０２２年以降開催可能となった場合、例年通り使用できます。 

問合せ : 児童館=℡24-8060  ウィズ=℡22-8883 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－２－ 

昨年夏、コロナ禍でのおうち時間を利用した企画「おうちで作ろう展」が好評でし

た。そこで今回は、作った作品を通してボランティア活動に協力して頂けるよう「おうち

で作ろう展 Part２」を企画しました。作品募集期間 12 月 1 日(火)～1 月 30 日(土)の

間に多くの作品が寄せられて、市民の方々のボランティア活動への関心の高さが感じ

られました。 

ここで、作品の一部を写真で紹介させていただきます。 

尚、応募された作品は、必要とされる団体・施設等に寄付を予定しています。 

 

タ
オ
ル
を
利
用
し
た   

エ
コ
バ
ッ
グ
！ 

（
１７
個
） 

積み重ね出来る「かご」 

便利です！(６個) 

                    

(６個) 
余り布でお手玉！(１７個) 

手遊びで脳トレーニング！ 

 

 

環境にやさしい、 

アクリルたわし！(７０個) 

 

ク
ラ
フ
ト
鍋
敷
き
！ 

（
３
個
） 



  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     お知らせ      

作品をご希望される団体・施設の方々は、ウィズまでお問合せください。 

但し、数に限りがあるため、ご希望にそえない場合もあります。 

 

－３－ 

ダンボールを利用した 

小物入れ ♡（２２個） 

 

趣味を活かした服飾小物等！ 

（１２個） 

余り布でポーチ＆巾着！ 

配色がステキです♡（50個） 

 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－４－ 

 

 

藤岡消防署 

藤岡公民館 

中央公園 

市民ホール 

藤岡第一小 

藤岡警察署 

群
馬
藤
岡 

 ウィズ 
(総合学習センター内) 

入口 

月曜日～土曜日/PM1：00～9：00 

 
第 1月曜・日曜祭日・年末年始 

 

～かわら版入手先：市役所・鬼石総合支所・総合学習ｾﾝﾀｰ・公民館・図書館・ららん藤岡 等～ 

新型コロナウイルスの感染を予防しながら日常生活を送る。 

即ち、『withコロナ』とは「流行する以前の社会には完全に戻すことはもはや不可能」

という受け止めであり、コロナと共存していくための新たな『ボランティア活動全般』

についても、根本的に見直す時期が来たようだ！ [記 さとう] 

☆プルタブ、アルミ缶、牛乳パック、書損じハガキは、 

「アジアの子どもたちに学校を贈る会」が行う、  

カンボジアの子どもたちへの支援活動に協力  

しています。  

 

★ペットボトルキャップは、  

NPO「キャップの貯金箱推進ネットワーク」  

             ↓  

NPO「世界の子どもにﾜｸﾁﾝを日本委員会（ＪＣＶ）」 

             ↓  

ユニセフを通じ、子ども達にワクチンを届ける活動  

に協力しています。  

「リサイクル品」集計 

プルタブ       84Kg 

アルミ缶    137Kg 

牛乳パック   206Kg 

書損じハガキ  299枚 

ペットボトルキャップ 
808Kg 

(2020年 4月 1日～ 

2021年 2月末) 

☆使用済み切手、 
インクカートリッジ等も回収中です！ 
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